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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

再   会 

学年主任 遠藤 祐也 

 今年の１月。「２０歳を祝う会」で里帰りした息子にどうしても会わせたい人がいた。Nさん夫婦である。

Nさんには一人息子の K君がいて、同級生の私は、高校時代に一緒にご飯やカラオケ、泊りでスキーに行く

など、かけがえのない友達だった。私は都内へ、K君は愛知県へそれぞれ進学して２１歳になった年、突然

K君の訃報が舞い込んできた。交通事故であった。急いで帰郷し、通夜前の自宅でK君と対面した。眠るよ

うに布団に横たわる K君の顔は穏やかで、でも体は冷たく、そこで初めて彼が亡くなったということが実感

された。親想いで誰に対しても優しく、みんなから好かれていた一人息子のＫ君を失ったご両親の悲しみは

いかばかりか、子を持つ親となった今、改めて感じずにはいられない。 

 Ｋ君の逝去から数年後、結婚して息子が生まれた。Ｋ君の名前から一字もらって名前をつけた。そんな息

子も大きくなり、名前をもらったこと、無事に２０歳を迎えることになった報告も兼ねて先月本当に久しぶ

りにＮさん夫妻と会うことができた。年齢こそ重ねたものの高校時代にお世話になった面影そのままのご夫

婦はお元気で、息子の成長をとても喜んでくれた。話題はいつしかＫ君の話になり、高校時代の思い出話や

私も知らなかった大学時代のこと、交際していた彼女のことなど話を伺い、本当によい時間を過ごすことが

できた。Ｋ君のことを話すご両親の目尻は下がり、本当に嬉しそうで、姿こそ見えないがご両親や私たち友

人の心の中にＫ君は今なお生きていると強く実感することができた。 

 さて、今月のＰＴＡ役員会で親御さんと意見交換する貴重な機会を得た。話題はそれぞれ異なるが、共通

して言えることはそれぞれの親御さんが子供のことを本当に大切に思い、成長を喜び、幸せを願っているこ

とだ。高校生である君たちが目の前のことに全力で取り組み、乗り越える経験を通して一つずつできること

が増えていくことはとても楽しく充実感を得られるものだ。同時に、陰ながらそれを見守る親御さんにとっ

ても君たちの成長が大きな励みであり、何よりの親孝行になっていることを忘れないでいてほしい。 

 まもなくＫ君の月命日。ご両親との久しぶりの再会を報告しに墓参へ行こうと思う。 

 

  
3月の主な行事予定  

3月 １日（金） 第 45回卒業証書授与式 

 ２日（土） 新２・３年生教科書販売（9:30～17:00） 

３日（日） 新２・３年生教科書販売（9:30～17:00） 

４日（月） ①②答案返却，③④大掃除・後期募集準備，生徒最終退出 13:30   

５日（火）～７日（木）生徒終日登校禁止（後期募集学力検査・採点） 

８日（金） ①～⑥スポーツ大会 

                    11日（月） 春季授業，④⑤答案返却 

                    12日（火） スタサポ（１・２年） 

                    13日（水） 春季授業 

                    14日（木） 春季授業，④⑤第２回生徒総会 

                    15日（金） 春季授業，⑤進路ガイダンス 

                    18日（月） 春季授業，軽音楽部ライブ(放課後：蒼龍館) 

                    19日（火） 春季授業，③SOW(１・２年 課題研究発表会)，軽音楽部ライブ(放課後) 

                    21日（木） ①学年集会，②③総合／LHR（含 個人写真撮影）④大掃除 

                    22日（金） 新入生オリエンテーション（生徒休業日） 

                    25日（月） ①LHR，②納め式・後期終業式，③④離退任式 

                    26日（火）より 学年末・学年始め休業 

４月 ８日（月） 始業式・新任式 



 

  

 

 

  

 

  
 
 

「自分の感受性くらい」 
 

5組副担任  仲 嶋 恵 
 

ちょうど 1年前、高校を卒業する息子の最後のHRで配られた最後のクラス通信。多分その場にいた 

卒業生より心に突き刺さったかもしれません。そのクラス通信に載せられていた 1つの詩を紹介します。 
  

自分の感受性くらい 

       茨城のり子  

ぱさぱさに乾いてゆく心を 人のせいにはするな  

みずから水やりを怠っておいて 

気難しくなってきたのを 友人のせいにはするな  

しなやかさを失ったのはどちらなのか 

苛立つのを 近親のせいにするな  

なにもかも下手だったのはわたくし 

初心消えかかるのを 暮らしのせいにはするな  

そもそもが、ひよわな志にすぎなかった 

駄目なことの一切を 時代のせいにはするな  

わずかに光る尊厳の放棄 

自分の感受性くらい 自分で守れ ばかものよ 

 

今はピンとこなくても、いつか皆さんが何かに迷ったとき、思い出して欲しいと思いました。 

 
     

今となっては 
 

６組副担任 宗像 貴美 
 
先日の雪が残る駅のホームで、受験に行く様子の親子連れを見かけたとき、40年前の自分の大学入試

を思い出しました。 

その年は、雪が多く、とても寒い 2 月でした。県外への受験は、父が付き添ってくれました。宿泊す

るホテルが試験会場から遠かったり、緊張していてとても食べられないような厚切りステーキが夕食に

出てきたりして、不満と不安が重なってずいぶん不機嫌だったことを覚えています。父に素っ気ない態

度をとっていたことも。そんな私を、父は黙って会場まで連れて行ってくれました。 

今になると、あの時の父の気持ちがわかります。設備が整った大きなホテルで、おいしいものを食べて

試験に臨ませたいと思ったのでしょう。もしかしたら、ホテルの受験宿泊パックで夕食も決まっていた

かもしれません。いずれにしても、心配して見守っていてくれたのだろうなと。そして何より、仕事のや

りくりをして何日も休暇を取ることが、どれだけ大変だったか考えると、本当に

申し訳なく思います。 

感謝の気持ちを伝えたくても、今となっては直接伝えることはできません。そ

の時にはわからなくても、後になって理解できることがあります。ただただ考え

が及ばなかったあの頃の私を反省するばかりです。今なら、「ありがとう。」も

「ごめんなさい。」も素直に言えるのに。 

 

    


